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＜１＞



検討部会における背景・課題等について

＜2＞
プラスチック資源の循環利用促進に関する検討部会

１ 背景

２ 目的

３ 取組概要
・先進的な取組事例の共有

・会員同士のマッチング支援

・その他プラスチック廃棄物の排出抑制及びプラスチック資源の循環利用のために必要な事業 など

・プラスチックを取り巻く国内外の状況（海洋プラスチック問題、気候変動問題等）

・プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律（プラスチック資源循環法）の成立

（令和３年６月公布、令和４年４月施行）

・プラスチック廃棄物の排出抑制とプラスチック資源の循環利用の促進

プラットフォームノイメージ



検討部会で検討した事業・取組等について

＜３＞
プラスチック資源の循環利用促進に関する検討部会

〈会員の連携による取組事例〉
「サーキュラーファッションショー」 （県庁オープンデー実施）

１．目的
県民の身近な衣服に着目し、「サーキュラーファッション 」による「ショー」を実施することにより、リユースしたり、

リメイクして長く着るなど、県民のCEへの関心をさらに高め、具体的な行動を実践するきっかけとしてもらうもの

２．概要
・ショーの企画や演出を会員と連携し検討
・ショーでは、埼玉県応援団の松井咲子さん、ユージさん、聖学院大学の学生が、古着やテン トの生地
などをリメイクしたファッションのほか、使用済みの洗剤容器をアップサイクルしたアクセサリーを
身に着けたモデルとして参加

・ショーでは牛乳パックや、不要となった作業着から作られたワードローブを使用

３．参加企業
大日本印刷株式会社、聖学院大学サステイナビリティ推進センター、森乳業株式会社、丸紅株式会社、

株式会社ISILK、株式会社STORY&Co. 、ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社

アクセサリー

ワードローブ



本分野における今後の展開について

＜４＞
プラスチック資源の循環利用促進に関する検討部会

○ 会員の先進的な取組等を情報共有

○ 会員同士の交流の機会の提供や、連携した取組を支援 等

































































   




